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緒 言

わが国における供血制度 も売血による血清肝炎の

高い発生率,供 血本来の意義への認識がたかまるに

つれて売血から献 ・預血制度へと変遷 しつつある.

岡山県下における献血状況は図1に 示すように順調

に伸びつつあるが,黒 線で示す不合格者数もそれに

つれて増加している.こ れらの不合格の理由につい

て昭和41年9月 の岡山県血液センターの分析データ

ーでは表1の 如 く主な理由は血液比重によることが

わかる.

献血の際,血 液比重は全血比重を硫酸銅法で測定

し1052以 上 を合格 と定められている.

わが国の基準1052は 設定当時,ア メリカの判定価

をもとにしてこの程度が妥当であろうとして定め ら

れたものであるという.

私信によると,東 大輸血部,北 里研究所におけ る

献血不合格者の60%は 血液比重不足によるという.

岡山県血液センターの調査では約30%で あ る.血 液

比重1052に 満たないものは不合格者として,な ん ら

の処 置 も検討もなされず放置されているのが現状

である.そ こで,こ の対策 として血液比重の判定価

が妥当であるか否かを検討し,そ の対策に資しよう

と企図 した.

図1　 岡山県における献血状況と血液比重不足者

表1　 不 適 格 の 理 由

検索対象ならびに方法

対象は岡山大学医学部附属看護学校3年 生(年 令

は21才) 46名 および26才 か ら56才 までの県北 ・県南

の農村婦人,そ れぞれ33名 ・40名で ある.な お,県

北の農村主婦の 内訳は昭和42年3月 の献血の際,

 1052未 満 の16名, 1052以 上 の17名 で あり,県 南の農

村主婦のそれは昭和42年8月 の献血の際, 1052未 満

の19名 及 び1052以 上 の21名 で ある.

方法:全 血比重は硫酸銅法,血 漿(血 清)総 蛋白

量はビウレット法,ヘ モグロビン(Hb)値 は シ ア

ンメ トヘモグロビン法,ヘ マ トクリット(Ht)値 は

毛細管法にそれぞれ よつた.ま た栄養学的検討では,
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検査前後3日 間の食事を各人ごとに食事調査表に記

入させて,そ れより食品分析をおこなつた.

胃液検査はキレックスによる無胃管胃液酸度測定

法によつた.

研 究 結 果

看護学生の全血比重とHb値 との相関を検 討す

ると図2の 通りであり,両 者は高い相関を示してい

る(r=+0.83).な お合 格 例 に は12g/dl以 下 の も

の は な い.

図2　 血液比重とヘモグロビン値

●　合格例　 ×　不合格例

図3　 血 液 比 重 と ヘ マ トク リ ツ ト値

●　合格例　 ×　不合格例

看護学生の全血比重とHt値 との関係を検討する

と図3の 通 りである.す なわち両者はかなり高い相

関を示 している(r=+0.59).

看護学生の全血比重 と血清蛋白との相関は図4に

示す通 りである(r=+0.47).

摂取総カロリーと全血比重との間には関連を認め

ることができなかつた.蛋 白価と全血比重との相関

を検討すると両者の相関は低い.農 村主婦について

も,ほ ぼ同様の結果を得た.

つ ぎに看護学生の血液比重不合格者について検討

図4　 血液比重 と血清総蛋白量

●　合格例　 ×　不合格例

表2　 不適格者の血清蛋白
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してみると,血 清総蛋白量およびその分画像は表2

の如 くすべて正常範囲内であり,血 清鉄ならびに食

品分析による摂取食物中の鉄分は表3の 如 く,前 者

は正常値以下が多 く,後 者は比較的低値であつた.

胃液酸度は11例 中無酸5例,疑 値3例,有 酸3例 で

あつた.農 村主婦の血清蛋白および血清鉄,摂 取鉄

について もほぼ同様の成績であつた.

次 に,農 村主婦の自覚症状と血液比重との関係で

は表4に 示すごとく,血 液比重との直接的関連とい

うより,む しろ農夫症の症状 と考えられた.次 に県

北農村主婦の血液比重を昭和42年3月, 5月 および

8月 の3回 にわたり調査 してみると図5の ごとく,

 3月 は16名 の血液比重不足者が, 5月 には5名 とな

り, 8月 に は全員1052以 上 に達 していた.こ の過程

において著者 らは熱心な食生活を中心とした生活指

導を行なつている.

表3　 不適格者の血清 ・摂取鉄

県北の農村主婦の労働時間との関係では, 12時 間

以上の例は33例 中25例 で1052未 満 が5例, 1052が12

例, 1053以 上 は6例 となり労働時関の関与が考えら

れた.県 北の農村主婦における月経との関係を閉経

者を除 く21例 について検討すると検査 日か ら通算 し

て2週 間以内に, 17例 が含まれ,そ の うち1052以 下

図5　 個人別にみた血液比重の変動

表4　 血 液 比 重 と 自 覚 症 状
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が11例 あ つ た.

表5　 対 象 者 の 食 品 分 析

対象全員の食品分析を行なつてみると,表5の 如

く看護学生を除けば摂取総 カロリー,糖 質, Calcium,

ビタ ミンAに ついては県の標準摂取量 と変りなかつ

たが,蛋 白質(動 物性蛋白),脂 肪, Fe,ビ タ ミンB1,

ビタ ミンB2,ビ タ ミンCは 県の標準摂取量を下廻つ

ていた.

ただ し,合 格者と不合格者との間には推計学的に

有意性の差異を認め得なかつた.

総括ならびに考案

献血不合格者の最 も多い理由として 血 液 比重 が

1052以 下 である点が挙げられている.

ところで全血比重に相関性の強いものは,看 護学

生での調査では,血 色素量,ヘ マ トク リット値,次

いで血清蛋白質の順であつた.さ らに不合格者の血

清者の血清蛋白量,蛋 白分画では異常を認めなかつ

たが,血 清鉄量,摂 取食品の鉄量の低下,胃 液酸度

の減少ないし無酸例が多かつた.ま た農村主婦では

労働時間が関係 し,月 経時期とも関連をみとめた.

そ うすると,血 液比重の低いことからする不合格の

原因には貧血,ヘ マ トクリット値(貧 血と共に血液

水分量が関係す る)あ るいは労働と関係ある因子を

挙げなければな らない.

貧血については胃酸の酸度,鉄 欠乏,そ の他食品

分析か らする蛋白値,脂 肪,各 種 ビタ ミンの不足な

どの原因を考えれば自ら明瞭であろう.血 液水分量

については栄養学的な関係が黒田らにより詳細に報

告されており,ま た季節的変動も強調 されている.

すなわち血液水分は夏季に多 く,冬 季に少な く,血

球容積率はこの逆であるとい う.と ころで著者 らが

別に行なつた岡山県血液セ ンター不合格率の季節的

変動の調査では夏季に多 く,冬 季に少ない傾向がみ

られることから,血 液水分量の血液比重に及ぼす影

響を十分考慮 しなければな らない.

一方,県 北部農村婦人について血液比重不合格者

について栄養および生活指導を行なつた場合3月 の

不合格例16名 が, 5月 で は5名, 8月 では0名 とな

つている.こ のことは季節的変動とは逆であるが,

季節的変動による血液水分量よりも栄養,お よび生

活指導がより大きな影響を与えるものであることを

裏書きする結果であろう.

結 語

21才 の看護学生46名 および農村主婦73名 を対象に

血液比重について検討を行ない,次 の結果をえた.

1. 血 液比重はHb, Ht,血 漿(血 清)蛋 白と密

接な関係をもつている.

2. 血液比重不合格者では血清鉄量,摂 取食品の

鉄量の低下,胃 液酸度の減少ないし無酸例が多かつ

た.さ らに農村主婦では労働時間が関係 し,月 経時

期 とも関係をみとめた.

3. 血 液比重には血液水分量も関係をもち,季 節

的変動を示す.

4. 血 液比重不合格者に対 しては栄養(貧 血に対

す る要因も考慮 し),生 活指導が効果的である.

おわりに,ご 指導,ご 校閲を賜わつた恩師小坂淳

夫教授に深謝の意を表します.

本研究には岡山県の多大の援助をえた.記 して謝

意を表 します.
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The specific gravity of blood was studied with special reference to dietary habitus of the

 subject. The materials studied were 46 student nurses and 73 housewives. The results were as

 follows;

1. The specific gravity of blood was in close relation to the quantity and hemoglobin

 content of the red corpuscles. The protein content of the plasma was proved to be another

 major factor of the specific gravity.

2. In the group of disqualified subjects, below 1.052 in the specific gravity, the follow

ing findings were obtained; (1) Low level of serm iron and dietary iron intake were apparent.

 (2) Hypoacidity or anacidity was usually present. (3) Daily labor hours and menstrual period
 had a close relation to the specific gravity of blood.

3. The specific gravity of blood showed seasonable changes.

4. The most effective treatment of the disqualified subjects was the improvement of
 dietary habits.


